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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 部 か ら 水 が 供 給 さ れ る 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、
第 １ 方 向 に 延 び る 軸 線 周 り に 基 端 部 が 前 記 本 体 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 接 続 部 か ら 内  
部 に 供 給 さ れ た 前 記 水 を 外 部 に 吐 出 す る 吐 出 孔 が 形 成 さ れ た 第 １ 腕 部 と 、
を 備 え 、
前 記 第 １ 腕 部 の 特 定 状 態 で は 、 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 方 向  
に 交 差 す る 第 ２ 方 向 の 一 方 側 に 延 び 、
前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 及 び 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 よ り も 、 前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 と 前 記 第  
１ 腕 部 の 先 端 部 と を 連 結 す る 前 記 第 １ 腕 部 の 連 結 部 が 柔 ら か い こ と を 特 徴 と す る シ ャ ワ ー  
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 連 結 部 は 、
筒 状 に 形 成 さ れ た 本 体 部 と 、
前 記 本 体 部 の 軸 線 方 向 の 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 又 は 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端  
部 に 形 成 さ れ た 嵌 合 部 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、
を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 方 向 に 延 び る 軸 線 周 り に 基 端 部 が 前 記 本 体 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 接 続 部 か  
ら 内 部 に 供 給 さ れ た 前 記 水 を 外 部 に 吐 出 す る 吐 出 孔 が 形 成 さ れ た 第 ２ 腕 部 を 備 え 、

請求項の数　4　（全19頁）
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前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 及 び 前 記 第 ２ 腕 部 の 基 端 部 は 、 前 記 本 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 挟 む よ う  
に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 と 、
使 用 者 が 座 る 椅 子 と 、
を 備 え 、
前 記 椅 子 の 背 も た れ 部 に 、 前 記 シ ャ ワ ー 装 置 の 前 記 本 体 が 取 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る  
シ ャ ワ ー シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 シ ャ ワ ー 装 置 及 び シ ャ ワ ー シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 使 用 者 が 座 っ た 状 態 で シ ャ ワ ー を 浴 び る た め の シ ャ ワ ー シ ス テ ム が 知 ら れ て い る （  
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に お い て 、 シ ャ ワ ー シ ス テ ム は 、 椅 子 と 、 シ ャ ワ  
ー ユ ニ ッ ト （ シ ャ ワ ー 装 置 ） と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
シ ャ ワ ー ユ ニ ッ ト は 、 本 体 と 、 首 当 て 部 と 、 腰 当 て 部 と 、 一 対 の ア ー ム （ 第 １ 腕 部 ） と 、  
を 備 え て い る 。 本 体 は 、 縦 長 略 楕 円 板 状 に 形 成 さ れ 、 椅 子 の 背 面 に 取 付 け ら れ て い る 。 首  
当 て 部 は 、 本 体 の 上 端 に 取 付 け ら れ て い る 。 腰 当 て 部 は 、 本 体 の 下 端 に 取 付 け ら れ て い る  
。 一 対 の ア ー ム は 、 本 体 に 対 し て 前 後 回 動 可 能 に 取 付 け ら れ て い る 。 一 対 の ア ー ム は 、 本  
体 の 上 部 の 両 側 に 本 体 側 部 に 沿 わ せ た 収 納 状 態 （ 退 避 状 態 ） と 、 前 方 に 倒 し て 差 し 出 し た  
使 用 状 態 （ 特 定 状 態 ） と の 間 で 回 動 可 能 で あ る 。
本 体 、 首 当 て 部 、 腰 当 て 部 、 及 び 一 対 の ア ー ム に は 、 首 振 り 回 動 可 能 に シ ャ ワ ー ノ ズ ル （  
吐 出 孔 ） が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た シ ャ ワ ー シ ス テ ム を 使 用 す る に は 、 ま ず 、 使 用 者 は シ ャ ワ ー シ ス テ  
ム を 浴 室 の 所 望 の 位 置 に 設 置 す る 。 浴 室 の カ ラ ン の シ ャ ワ ー 経 路 か ら 分 岐 し た シ ャ ワ ー ホ  
ー ス を シ ャ ワ ー ユ ニ ッ ト に 接 続 す る 。 一 対 の ア ー ム を 回 動 さ せ て 側 方 に 広 げ て 、 使 用 状 態  
に す る 。 使 用 者 は 、 シ ャ ワ ー シ ス テ ム の 椅 子 に 座 り 、 一 対 の ア ー ム の シ ャ ワ ー ノ ズ ル か ら  
温 水 を 噴 出 さ せ る 。
こ の よ う に し て 、 使 用 者 は 、 椅 子 に 座 っ た 状 態 で シ ャ ワ ー を 浴 び る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ３ ０ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の シ ャ ワ ー シ ス テ ム で は 、 ア ー ム が 使 用 状 態 だ と 使 用 者 が シ ャ  
ワ ー 装 置 か ら 脱 出 し に く い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 特 定 状 態 で あ る 第 １ 腕 部 か  
ら 使 用 者 が 容 易 に 脱 出 可 能 な シ ャ ワ ー 装 置 、 及 び こ の シ ャ ワ ー 装 置 を 備 え る シ ャ ワ ー シ ス  
テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 案 し て い る 。
本 発 明 の シ ャ ワ ー 装 置 は 、 外 部 か ら 水 が 供 給 さ れ る 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、 第 １ 方 向 に 延  
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び る 軸 線 周 り に 基 端 部 が 前 記 本 体 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 接 続 部 か ら 内 部 に 供 給 さ れ  
た 前 記 水 を 外 部 に 吐 出 す る 吐 出 孔 が 形 成 さ れ た 第 １ 腕 部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 腕 部 の 特 定  
状 態 で は 、 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 方 向 に 交 差 す る 第 ２ 方 向  
の 一 方 側 に 延 び 、 前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 及 び 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 よ り も 、 前 記 第 １ 腕 部  
の 基 端 部 と 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 と を 連 結 す る 前 記 第 １ 腕 部 の 連 結 部 が 柔 ら か い こ と を 特  
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 使 用 者 は 、 例 え ば 椅 子 の 背 も た れ 部 に シ ャ ワ ー 装 置 の 本 体 を 取 付 け る  
。 背 も た れ 部 に 対 す る 第 ２ 方 向 の 一 方 側 （ 背 も た れ 部 に 対 し て 座 部 が 配 置 さ れ て い る 側 ）  
で 椅 子 に 座 り 、 第 １ 腕 部 を 特 定 状 態 に し て 、 接 続 部 か ら 供 給 さ れ 第 １ 腕 部 に お け る 背 も た  
れ 部 よ り も 第 ２ 方 向 の 一 方 側 に 延 び て い る 先 端 部 の 少 な く と も 一 部 の 吐 出 孔 か ら 吐 出 す る  
水 に 当 た る こ と に よ り シ ャ ワ ー を 浴 び る 。
こ の 際 に 、 緊 急 事 態 が 発 生 し た た め 等 に よ り 、 シ ャ ワ ー 装 置 か ら 使 用 者 が 脱 出 す る 場 合 に  
は 、 連 結 部 を 変 形 さ せ て 、 例 え ば 先 端 部 を 持 ち 上 げ て 第 １ 腕 部 を 使 用 者 が シ ャ ワ ー 装 置 か  
ら 脱 出 す る の に 支 障 が な い よ う に 形 状 に す る 。 従 っ て 、 特 定 状 態 で あ る 第 １ 腕 部 か ら 使 用  
者 が 容 易 に 脱 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 上 記 の シ ャ ワ ー 装 置 に お い て 、 前 記 連 結 部 は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 本 体 部 と 、 前 記 本  
体 部 の 軸 線 方 向 の 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 又 は 前 記 第 １ 腕 部 の 先 端 部 に 形  
成 さ れ た 嵌 合 部 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、 を 備 え て も よ い 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 嵌 合 部 及 び 被 嵌 合 部 と い う 簡 単 な 構 成 で 、 第 １ 腕 部 の 基 端 部 又 は 先 端  
部 と 連 結 部 と を 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 の シ ャ ワ ー 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 方 向 に 延 び る 軸 線 周 り に 基 端 部 が 前 記 本 体  
に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 接 続 部 か ら 内 部 に 供 給 さ れ た 前 記 水 を 外 部 に 吐 出 す る 吐 出 孔  
が 形 成 さ れ た 第 ２ 腕 部 を 備 え 、 前 記 第 １ 腕 部 の 基 端 部 及 び 前 記 第 ２ 腕 部 の 基 端 部 は 、 前 記  
本 体 を 前 記 第 １ 方 向 に 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 腕 部 の 吐 出 孔 か ら 吐 出 す る 水 だ け で な く 、 第 １ 腕 部 と と も に 本 体  
を 第 １ 方 向 に 挟 ん だ 第 ２ 腕 部 の 吐 出 孔 か ら 吐 出 す る 水 に よ り 、 使 用 者 に シ ャ ワ ー を 浴 び さ  
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の シ ャ ワ ー シ ス テ ム は 、 前 記 の い ず れ か に 記 載 の シ ャ ワ ー 装 置 と 、 使 用 者 が  
座 る 椅 子 と 、 を 備 え 、 前 記 椅 子 の 背 も た れ 部 に 、 前 記 シ ャ ワ ー 装 置 の 前 記 本 体 が 取 付 け ら  
れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 特 定 状 態 で あ る 第 １ 腕 部 か ら 使 用 者 が 容 易 に 脱 出 可 能 な シ ャ ワ ー 装 置  
を 用 い て シ ャ ワ ー シ ス テ ム を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の シ ャ ワ ー 装 置 に よ れ ば 、 特 定 状 態 で あ る 第 １ 腕 部 か ら 使 用 者 が 容 易 に 脱 出 す る こ  
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 使 用 状 態  
の と き の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 切 断 線 Ａ １ － Ａ １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 中 の 切 断 線 Ａ ２ － Ａ ２ の 断 面 図 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム の 連 結 部 材 に お け る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 連 結 部 材 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 支 持 部 と 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム と の 軸 線 周 り の 接 続 部 分 を 、 直 線 状 に 展 開 し た 模 式  
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図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 退 避 状 態 の と き の 側 面 図 で あ  
る 。
【 図 ９ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 退 避 状 態 の と き の 正 面 図 で あ  
る 。
【 図 １ ０ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 跳 ね 上 げ 状 態 の と き の 側 面  
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 使 用 状 態 の と き の 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム に お い て 、 両 シ ャ ワ ー ア ー ム が 使 用 状 態 の と き の 正 面 図 で  
あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 シ ャ ワ ー シ ス テ ム を 用 い て 使 用 者 が シ ャ ワ ー を 浴 び て い る 状 態 を 説 明 す る 斜  
視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る シ ャ ワ ー シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 を 、 図 １ か ら 図 １ ３ を 参 照 し な が ら 説  
明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ は 、 椅 子 １ １ と 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １  
と 、 を 備 え て い る 。
椅 子 １ １ に は 、 公 知 の 椅 子 を 用 い る こ と が で き る 。 椅 子 １ １ は 、 浴 室 等 で も 使 用 可 能 な よ  
う に 、 耐 水 性 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 椅 子 １ １ は 、 脚 部 １ ２ と 、 座 部 １ ３ と 、  
背 も た れ 部 １ ４ と 、 肘 掛 け １ ５ と 、 を 備 え て い る 。
以 下 で は 、 椅 子 １ １ に 座 る 使 用 者 に と っ て の 左 右 方 向 （ 第 １ 方 向 ） Ｘ 、 前 後 方 向 （ 第 ２ 方  
向 ） Ｙ を 基 準 に し て 説 明 す る 。 左 右 方 向 Ｘ は 、 水 平 面 に 沿 う 方 向 で あ る 。 前 後 方 向 Ｙ は 、  
水 平 面 に 沿 い 、 か つ 左 右 方 向 Ｘ に 直 交 す る 方 向 で あ る 。 左 右 方 向 Ｘ の 一 方 側 が 右 側 Ｘ １ で  
あ り 、 左 右 方 向 Ｘ の 他 方 側 が 左 側 Ｘ ２ で あ る 。 前 後 方 向 Ｙ の 一 方 側 が 前 方 Ｙ １ で あ り 、 前  
後 方 向 Ｙ の 他 方 側 が 後 方 Ｙ ２ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
座 部 １ ３ は 、 一 対 の 座 板 １ ７ と 、 一 対 の 座 板 １ ７ を 連 結 す る 連 結 部 材 １ ８ と 、 を 備 え て い  
る 。
座 板 １ ７ は 、 厚 さ 方 向 が 上 下 方 向 Ｚ と な る 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 座 板 １ ７ は 、 上 下 方 向  
Ｚ か ら 見 た 平 面 視 で 矩 形 状 を 呈 し て い る 。 一 対 の 座 板 １ ７ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 互 い に 間 隔 を  
空 け て 並 べ て 配 置 さ れ て い る 。
連 結 部 材 １ ８ は 、 前 後 方 向 Ｙ か ら 見 た と き に 、 上 方 が 開 口 す る Ｕ 字 状 を 呈 し て い る 。 連 結  
部 材 １ ８ は 、 前 後 方 向 Ｙ に 延 び 、 一 対 の 座 板 １ ７ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 連 結 部 材 １ ８  
は 、 一 対 の 座 板 １ ７ の 下 面 同 士 を 連 結 し て い る 。
一 対 の 座 板 １ ７ 及 び 連 結 部 材 １ ８ は 、 例 え ば 樹 脂 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 対 の 座 板 １ ７ の 後 端 部 に は 、 後 脚 ２ １ の 上 端 部 が そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。 例 え ば 、 後  
脚 ２ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 等 の 管 材 で 形 成 さ れ て い る 。 後 脚 ２ １ は 、 下 方 に 向  
か う に 従 い 漸 次 、 後 方 Ｙ ２ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 一 対 の 後 脚 ２ １ は 、 左 右 方 向 Ｘ  
に 互 い に 間 隔 を 空 け て 並 べ て 配 置 さ れ て い る 。 各 後 脚 ２ １ の 下 端 部 に は 、 樹 脂 製 の キ ャ ッ  
プ ２ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。
一 対 の 後 脚 ２ １ は 、 連 結 部 材 ２ ３ に よ り 互 い に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 対 の 後 脚 ２ １ の 上 端 部 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 等 の 硬 質 の 管 材 で Ｕ 字 状 に 形 成  
さ れ た フ レ ー ム ２ ６ が 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 フ レ ー ム ２ ６  
は 、 左 右 方 向 Ｘ に 互 い に 間 隔 を 空 け て 並 べ て 配 置 さ れ た 一 対 の 支 持 片 ２ ７ と 、 一 対 の 支 持  
片 ２ ７ の 上 部 同 士 を 接 合 す る 連 結 片 ２ ８ と 、 を 備 え て い る 。
支 持 片 ２ ７ は 、 下 方 に 向 か う に 従 い 漸 次 、 前 方 Ｙ １ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 各 支 持  
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片 ２ ７ は 、 長 手 方 向 の 中 間 部 で 、 ヒ ン ジ ２ ９ （ 一 方 の ヒ ン ジ ２ ９ は 不 図 示 ） に よ り 後 脚 ２  
１ の 上 端 部 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 支 持 片 ２ ７ は 、 後 脚 ２ １ の 上 端 部 に 対 し て 左 右  
方 向 Ｘ に 沿 う 軸 線 周 り に 回 転 可 能 で あ る 。 な お 、 後 脚 ２ １ と 支 持 片 ２ ７ と の 角 度 は 、 所 定  
の 角 度 以 上 に は 開 か な い よ う に 、 ヒ ン ジ ２ ９ に よ り 規 制 さ れ て い る 。
各 支 持 片 ２ ７ の 下 端 部 に は 、 樹 脂 製 の キ ャ ッ プ ３ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 対 の 支 持 片 ２ ７ は 、 連 結 部 材 ３ ０ に よ り 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 連 結 部 材 ３ ０ は 、 棒 状  
に 形 成 さ れ 、 左 右 方 向 Ｘ に 延 び て い る 。 な お 、 一 対 の 支 持 片 ２ ７ に お け る ヒ ン ジ ２ ９ よ り  
も 下 方 の 部 分 、 及 び 一 対 の 後 脚 ２ １ に よ り 、 脚 部 １ ２ が 構 成 さ れ る 。
連 結 片 ２ ８ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 延 び て い る 。 な お 、 連 結 片 ２ ８ を 硬 質 の 樹 脂 で 形 成 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 連 結 片 ２ ８ の 前 方 Ｙ １ に は 、 背 板 ３ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 背  
板 ３ ６ は 、 上 下 方 向 Ｚ か ら 見 た と き に 、 後 方 Ｙ ２ に 向 か っ て 凸 と な る よ う に 湾 曲 し て い る  
。 背 板 ３ ６ は 、 フ レ ー ム ２ ６ の 連 結 片 ２ ８ に 、 図 示 し な い ボ ル ト 等 に よ り 固 定 さ れ て い る  
。 な お 、 背 板 ３ ６ 、 連 結 片 ２ ８ 、 及 び 一 対 の 支 持 片 ２ ７ に お け る ヒ ン ジ ２ ９ よ り も 上 方 の  
部 分 に よ り 、 背 も た れ 部 １ ４ が 構 成 さ れ る 。 前 述 の 座 部 １ ３ は 、 背 も た れ 部 １ ４ の 前 方 Ｙ  
１ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
肘 掛 け １ ５ は 、 本 実 施 形 態 で は 椅 子 １ １ に 一 対 備 え ら れ て い る 。 肘 掛 け １ ５ は 、 前 後 方 向  
Ｙ に 延 び て い る 。 一 対 の 肘 掛 け １ ５ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 互 い に 間 隔 を 空 け て 並 べ て 配 置 さ れ  
て い る 。 各 肘 掛 け １ ５ の 後 端 部 は 、 支 持 片 ２ ７ に お け る ヒ ン ジ ２ ９ よ り も 上 方 の 部 分 に 回  
転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 肘 掛 け １ ５ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 沿 う 軸 線 周 り に 回 転 可 能 で あ る 。
肘 掛 け １ ５ は 、 図 １ に 示 す 状 態 か ら 上 方 に 回 転 可 能 で あ る が 、 図 １ に 示 す 状 態 か ら 下 方 に  
回 転 す る の が 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 椅 子 １ １ は 、 図 １ に 示 す 展 開 状 態 か ら 折 り 畳 み 可 能 で あ る 。 具 体 的  
に は 、 一 対 の 支 持 片 ２ ７ を ヒ ン ジ ２ ９ 周 り に 回 転 さ せ 、 一 対 の 後 脚 ２ １ に 対 し て 一 対 の 支  
持 片 ２ ７ を ほ ぼ 平 行 に 配 置 す る 。 各 肘 掛 け １ ５ の 前 端 部 を 上 方 に 移 動 さ せ 、 一 対 の 肘 掛 け  
１ ５ を 一 対 の 支 持 片 ２ ７ に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 配 置 す る 。
以 上 の 工 程 に よ り 、 椅 子 １ １ を 折 り 畳 ま れ た 折 り 畳 み 状 態 に な る 。 な お 、 椅 子 １ １ は 折 り  
畳 み で き な く て も よ く 、 肘 掛 け １ ５ を 備 え な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ は 、 本 体 ４ ２ と 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム （ 第 １ 腕 部 ） ４ ３ Ａ 及 び 第 ２ シ ャ  
ワ ー ア ー ム （ 第 ２ 腕 部 ） ４ ３ Ｂ と 、 接 続 部 ４ ４ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 図 １ に 示 す シ ャ  
ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 後 述 す る 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る 。
シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 本 体 ４ ２ を 左 右 方 向 Ｘ に 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。  
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 本 体 ４ ２ の 右 側 Ｘ １ に 配 置 さ れ 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ  
は 本 体 ４ ２ の 左 側 Ｘ ２ に 配 置 さ れ て い る 。
本 実 施 形 態 で は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 構 成 と 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ の 構 成 と  
は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 間 に 左 右 方 向 Ｘ に 直 交 す る よ う に 規 定 さ れ る 基 準 面  
に 対 し て 面 対 称 で あ る 。 こ の た め 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 構 成 を 、 数 字 、 又 は 数 字  
及 び 英 小 文 字 に 英 大 文 字 「 Ａ 」 を 付 加 す る こ と で 示 す 。 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ の う ち  
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ に 対 応 す る 構 成 を 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ と 同 一 の 数 字 、  
又 は 数 字 及 び 英 小 文 字 に 英 大 文 字 「 Ｂ 」 を 付 加 す る こ と で 示 す 。 こ れ に よ り 、 重 複 す る 説  
明 を 省 略 す る 。 例 え ば 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー  
ム ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ｂ と は 、 互 い に 面 対 称 と な る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 先 端 部 材 （ 先 端 部 ） ４ ６ Ａ と  
、 連 結 部 材 （ 連 結 部 ） ４ ７ Ａ と 、 基 端 部 材 （ 基 端 部 ） ４ ８ Ａ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 図  
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３ で は 、 本 体 ４ ２ を 二 点 鎖 線 で 示 し て い る 。 図 ４ で は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 断 面 形 状 を 模 式  
的 に 示 し て い る 。
先 端 部 材 ４ ６ Ａ は 、 先 端 部 が 封 止 さ れ た 管 状 に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 部 材 ４ ６ Ａ は 、 前 方  
Ｙ １ に 向 か う に 従 い 漸 次 、 下 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 先 端 部 材 ４ ６ Ａ に は 、 先 端  
部 材 ４ ６ Ａ の 壁 部 を 貫 通 す る 吐 出 孔 ５ ０ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 吐 出 孔 ５ ０ Ａ は 、 先 端 部 材  
４ ６ Ａ の 内 部 に 供 給 さ れ た 水 Ｗ を 外 部 に 吐 出 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お け る 水 は 、 温 度 が  
高 い 、 低 い に よ ら な い 一 般 的 な 水 の こ と を 意 味 し 、 常 温 の 水 、 及 び シ ャ ワ ー 等 に 用 い ら れ  
る 温 度 の 湯 等 を 含 む 意 味 で あ る 。
な お 、 吐 出 孔 ５ ０ Ａ が 形 成 さ れ て い る 向 き に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 後 端 部 の 内 周 面 に は 、 連 結 溝 （ 嵌 合 部 ） ５ １ Ａ が 形  
成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ５ 及 び 後 述 す る 図 ６ で は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ 及 び 基 端 部 材 ４ ８ Ａ を  
二 点 鎖 線 で 示 し て い る 。 連 結 溝 ５ １ Ａ は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 内 周 面 の 全 周 に わ た っ て 形 成  
さ れ て い る 。
先 端 部 材 ４ ６ Ａ は 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン ・ ス チ レ ン 樹 脂 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 樹 脂 、 ポ リ  
プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ） 樹 脂 等 の 比 較 的 硬 質 の 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ は 、 連 結 部 本 体 （ 本 体 部 ） ５ ６ Ａ と 、 先 端 側  
鍔 部 （ 被 嵌 合 部 ） ５ ７ Ａ と 、 基 端 側 鍔 部 （ 被 嵌 合 部 ） ５ ８ Ａ と 、 を 備 え て い る 。
連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ は 、 前 方 Ｙ １ と 上 方 と  
の 間 の 向 き に 向 か っ て 凸 と な る よ う に 湾 曲 し て い る 。
連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 前 端 部 （ 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 軸 線 方 向 の 端 部 ） に は 、 環 状 部 材 ５ ９ Ａ  
が 同 軸 に 固 定 さ れ て い る 。 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 内 径 及 び 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 前 端 部 の 内 径 は  
、 互 い に 同 等 で あ る 。 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 外 径 は 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 前 端 部 の 外 径 よ り も  
小 さ い 。 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 前 端 部 に お け る 外 周 面 に 設 け ら れ て い る  
。 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 外 周 面 か ら 、 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 径 方 向 外 側 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 。 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ の 外 径 は 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 前 端 部 の 外 径 よ り  
も 小 さ い 。 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ５ ９ Ａ の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 先 端  
側 鍔 部 ５ ７ Ａ の 前 端 部 は 、 前 方 Ｙ １ に 向 か う に 従 い 漸 次 、 外 径 が 小 さ く な る 。
先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 連 結 溝 ５ １ Ａ に 嵌 合 し て い る 。 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ  
及 び 連 結 溝 ５ １ Ａ と い う 簡 単 な 構 成 で 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ と 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と が 嵌 合 し て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 後 端 部 （ 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 軸 線 方 向 の 端 部 ） に は 、 環 状 部 材 ６ ０ Ａ  
が 同 軸 に 固 定 さ れ て い る 。 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 内 径 及 び 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 後 端 部 の 内 径 は  
、 互 い に 同 等 で あ る 。 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 外 径 は 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 後 端 部 の 外 径 よ り も  
小 さ い 。 基 端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 後 端 部 に お け る 外 周 面 に 設 け ら れ て い る  
。 基 端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 外 周 面 か ら 、 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 径 方 向 外 側 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 。 基 端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ の 外 径 は 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 後 端 部 の 外 径 よ り  
も 小 さ い 。 基 端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ０ Ａ の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 基 端  
側 鍔 部 ５ ８ Ａ の 後 端 部 は 、 後 方 Ｙ ２ に 向 か う に 従 い 漸 次 、 外 径 が 小 さ く な る 。
連 結 部 材 ４ ７ Ａ を 構 成 す る 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ 、 鍔 部 ５ ７ Ａ ， ５ ８ Ａ 、 及 び 環 状 部 材 ５ ９ Ａ  
， ６ ０ Ａ は 、 エ ラ ス ト マ ー 、 軟 質 ウ レ タ ン 、 ゴ ム 等 の 比 較 的 軟 質 の 材 料 で 一 体 に 形 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ の 内 周 面 に 、 防 水 用 の シ ー ト （ フ ィ ル ム ） を 配 置 し て も よ い 。
連 結 部 材 ４ ７ Ａ を 軟 質 ウ レ タ ン 樹 脂 等 を 用 い て 発 泡 に よ り 形 成 す る 場 合 に は 、 連 結 部 材 ４  
７ Ａ の 外 面 に 発 泡 倍 率 が 低 い ス キ ン 層 が 形 成 さ れ る 。 こ の ス キ ン 層 に よ り 、 水 漏 れ を 防 止  
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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図 ３ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 端 部 材 ４ ８ Ａ は 、 基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ と 、 連 結 部 材 ６ ５ Ａ と  
、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ と 、 連 結 鍔 部 ６ ７ Ａ と 、 を 備 え て い る 。
基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ は 、 管 状 に 形 成 さ れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ の 前  
端 部 の 内 周 面 に は 、 連 結 溝 （ 嵌 合 部 ） ６ ９ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 連 結 溝 ６ ９ Ａ は 、 基 端 部  
本 体 ６ ４ Ａ の 内 周 面 の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 連 結 溝 ６ ９ Ａ は 、 連 結 部 材 ４  
７ Ａ の 基 端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ に 嵌 合 し て い る 。 連 結 部 材 ４ ７ Ａ は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と 基 端 部 材  
４ ８ Ａ と を 連 結 し て い る 。
基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ に は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と 同 様 に 吐 出 孔 ５ ０ Ａ が 形 成 さ れ て い る こ と が 好  
ま し い 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 ６ ５ Ａ は 、 基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ の 後 端 部 に 固 定 さ れ て い る 。 連  
結 部 材 ６ ５ Ａ に お け る 左 側 Ｘ ２ の 外 面 ６ ５ ａ Ａ に は 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ が 固 定 さ れ て い る 。  
環 状 部 材 ６ ６ Ａ の 軸 線 （ 第 １ 軸 線 ） ７ ０ Ａ は 、 連 結 部 材 ６ ５ Ａ の 外 面 ６ ５ ａ Ａ に 直 交 し て  
い る 。 環 状 部 材 ６ ６ Ａ 内 の 流 路 は 、 連 結 部 材 ６ ５ Ａ の 内 部 空 間 を 介 し て 基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ  
の 管 路 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
連 結 鍔 部 ６ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ の 左 端 部 に お け る 外 周 面 に 設 け ら れ て い る 。 連 結 鍔 部  
６ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ の 外 周 面 か ら 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ の 径 方 向 外 側 に 向 か っ て 突 出 し  
て い る 。 連 結 鍔 部 ６ ７ Ａ は 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ の 外 周 面 の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。
基 端 部 材 ４ ８ Ａ を 構 成 す る 基 端 部 本 体 ６ ４ Ａ 、 連 結 部 材 ６ ５ Ａ 、 環 状 部 材 ６ ６ Ａ 、 及 び 連  
結 鍔 部 ６ ７ Ａ は 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と 同 一 の 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
こ の よ う に 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ 及 び 基 端 部 材 ４ ８ Ａ よ り も 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ が 柔 ら か く 、 変  
形 さ せ や す い 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 Ｌ 字 状 に 鈍 角 で 折 れ た 形  
状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材  
４ ６ Ａ 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ 、 基 端 部 材 ４ ８ Ａ と 面 対 称 に 構 成 さ れ た 先 端 部 材 ４ ６ Ｂ 、 連 結 部  
材 ４ ７ Ｂ 、 基 端 部 材 ４ ８ Ｂ を 備 え て い る 。
シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 基 端 部 材 ４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ 間 の 距 離 は 、 使 用 者 の 肩 幅 程 度  
の 長 さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 体 ４ ２ は 、 フ レ ー ム ７ ６ と 、 支 持 部 ７ ７ と 、 を 備 え て い る 。
フ レ ー ム ７ ６ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 等 の 管 材 で Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 よ り 詳  
し く 説 明 す る と 、 フ レ ー ム ７ ６ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 互 い に 間 隔 を 空 け て 並 べ て 配 置 さ れ た 一  
対 の 支 持 片 ７ ９ と 、 一 対 の 支 持 片 ７ ９ の 下 端 部 同 士 を 接 合 す る 連 結 片 ８ ０ と 、 を 備 え て い  
る 。
一 対 の 支 持 片 ７ ９ は 、 上 下 方 向 Ｚ に 延 び て い る 。 連 結 片 ８ ０ は 、 一 対 の 支 持 片 ７ ９ の 下 端  
部 に お い て 、 左 右 方 向 Ｘ に 延 び て い る 。
一 対 の 支 持 片 ７ ９ の 上 端 部 は 、 支 持 部 ７ ７ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 一 対 の 支 持 片 ７ ９ は 、 連 結 片 ２ ８ の 後 面 に 接 触 し て い る 。 一 対 の 支 持  
片 ７ ９ は 、 後 方 Ｙ ２ か ら 連 結 金 具 ８ ２ に よ り 覆 わ れ て い る 。 連 結 金 具 ８ ２ の 前 面 に は 、 一  
対 の 支 持 片 ７ ９ を 収 容 す る た め の 凹 部 ８ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 連 結 金 具 ８ ２ を 通 し て フ  
レ ー ム ２ ６ の 連 結 片 ２ ８ に 嵌 め 合 う ボ ル ト ８ ３ に よ り 、 一 対 の 支 持 片 ７ ９ が 椅 子 １ １ の 背  
も た れ 部 １ ４ に 取 付 け ら れ て い る 。
一 方 で 、 連 結 片 ２ ８ と ボ ル ト ８ ３ と の 嵌 め 合 い を 解 除 す る こ と に よ り 、 背 も た れ 部 １ ４ か  
ら 一 対 の 支 持 片 ７ ９ が 取 外 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 体 ４ ２ は 背 も た れ 部 １ ４ に 着 脱 可 能 で  
あ り 、 背 も た れ 部 １ ４ に 対 し て 上 下 方 向 Ｚ に 移 動 可 能 で あ る 。
な お 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ の 本 体 ４ ２ は 、 椅 子 １ １ の 背 も た れ 部 １ ４ に 着 脱 で き な い 状 態 で  
固 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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図 ３ に 示 す よ う に 、 支 持 部 ７ ７ の 右 端 部 で は 、 支 持 部 ７ ７ 内 に 形 成 さ れ た 流 路 ７ ７ ａ が 開  
口 し て い る 。 前 記 開 口 近 く の 流 路 ７ ７ ａ の 軸 線 は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 環 状 部 材  
６ ６ Ａ の 軸 線 ７ ０ Ａ に 一 致 し て い る 。
こ の 流 路 ７ ７ ａ の 軸 線 、 す な わ ち 軸 線 ７ ０ Ａ は 、 図 １ ２ に 示 す シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 正 面  
視 に お い て 、 左 右 方 向 Ｘ に 延 び て い る 。 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 軸 線 ７ ０ Ａ は 、 上 方 に 向  
か う に 従 い 漸 次 、 右 側 Ｘ １ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 軸 線 ７ ０ Ａ 、 及 び 第 ２ シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ｂ に 対 す る 軸 線 ７ ０ Ｂ は 、 上 方 に 向 か う に 従 い 互 い に 離 間 す る よ う に 、 上 下 方  
向 Ｚ に 対 し て 互 い に 逆 方 向 に 傾 い て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 軸 線 ７ ０ Ａ ， ７ ０ Ｂ は 、 上 下 方  
向 Ｚ に 沿 う 基 準 線 Ｌ ３ に 対 し て 互 い に 逆 方 向 に 傾 い て い る 。 例 え ば 、 基 準 線 Ｌ ３ と 軸 線 ７  
０ Ａ と が 上 方 に な す 角 度 θ Ａ は 、 ６ ０ ° 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
軸 線 ７ ０ Ａ ， ７ ０ Ｂ は 、 図 １ １ に 示 す シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 側 面 視 に お い て 、 上 下 方 向 Ｚ  
に 沿 っ て 延 び て い る 。 な お 、 軸 線 ７ ０ Ａ は 、 シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 側 面 視 に お い て 、 上 方  
に 向 か う に 従 い 漸 次 、 前 方 Ｙ １ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い て も よ い 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 支 持 部 ７ ７ の う ち 、 前 記 開 口 近 く の 流 路 ７ ７ ａ の 内 周 面 に は 、 本 体 溝  
８ ６ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 本 体 溝 ８ ６ Ａ は 、 流 路 ７ ７ ａ の 内 周 面 の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ  
れ て い る 。 本 体 溝 ８ ６ Ａ に 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 連 結 鍔 部 ６ ７ Ａ が 嵌 合 し て い る 。
本 体 溝 ７ ８ Ａ 内 で 連 結 鍔 部 ６ ７ Ａ が 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 回 転 す る こ と に よ り 、 第 １ シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 同 様  
に 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ は 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 軸 線 ７ ０ Ｂ 周 り に 回 転 可 能 に 支 持  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ７ は 、 支 持 部 ７ ７ と 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ と の 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り の 接 続 部 分 を 、 直 線  
状 に 展 開 し た 模 式 図 で あ る 。 支 持 部 ７ ７ に お け る 前 記 開 口 近 く の 外 面 ８ ７ Ａ は 、 第 １ シ ャ  
ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ に お け る 連 結 部 材 ６ ５ Ａ の 外 面 ６ ５ ａ Ａ に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ に 示 す 支 持 部 ７ ７ に 対 す る 連 結 部 材 ６ ５ Ａ の 位 置 関 係 の と き に 、 図 １ に 示 す よ う に 第  
１ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 使 用 状 態 （ 特 定 状 態 ） Ｐ １ Ａ で あ る 。 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３  
Ａ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ の と き か ら 、 図 ７ に お い て 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム  
４ ３ Ａ が 方 向 Ｄ １ に 移 動 す る こ と は 、 図 １ に 示 す よ う に 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ａ が 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り の 方 向 Ｄ ３ に 回 転 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の と き 、 第 １ シ  
ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ が 下 が り 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 図 ８ 及 び 図  
９ に 示 す 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ に な る 。 な お 、 図 ９ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 退 避 状  
態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ を 前 後 方 向 Ｙ か ら 見 た と き の 図 （ 正 面 図 ） で あ る 。
例 え ば 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ か ら 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ま で の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 軸 線 ７ ０  
Ａ 周 り の 回 転 角 度 は 、 ７ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 で 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ の と き か ら 、 図 ７  
に お い て 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 方 向 Ｄ ２ に 移 動 す る こ と は 、  
図 １ に 示 す よ う に 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り の 方 向  
Ｄ ４ に 回 転 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の と き 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ  
が 上 が り 、 図 １ ０ に 示 す 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ に な る 。
同 様 に 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ は 、 図 １ に 示 す 使 用 状 態 （ 特 定 状 態 ） Ｐ １ Ｂ か ら 先 端  
部 材 ４ ６ Ｂ が 下 が る と 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す 退 避 状 態 Ｐ ０ Ｂ に な る 。 図 １ に 示 す 使 用 状 態  
Ｐ １ Ｂ か ら 先 端 部 材 ４ ６ Ｂ が 上 が る と 、 図 １ ０ に 示 す 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ｂ に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の よ う に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 基 端 部 材 ４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ は 、 本 体 ４ ２ を 左  
右 方 向 Ｘ に 挟 む よ う に 本 体 ４ ２ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー  
ム ４ ３ Ａ の 基 端 部 材 ４ ８ Ａ は 、 本 体 ４ ２ の 右 端 部 に お い て 、 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 回 転 可 能 に  
支 持 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ の 基 端 部 材 ４ ８ Ｂ は 、 本 体 ４ ２ の 左  
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端 部 に お い て 、 軸 線 ７ ０ Ｂ 周 り に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
以 下 で は 、 支 持 部 ７ ７ と 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ と の 接 続 部 分 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 支 持 部 ７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に は 、 外 面 ８ ７ Ａ か ら 突 出 し た 一 対 の 突 起 ９  
０ Ａ ， ９ １ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 突 起 ９ ０ Ａ は 、 外 面 ８ ７ Ａ に お け る 方 向 Ｄ １ 側 に 配 置 さ  
れ 、 突 起 ９ １ Ａ は 、 外 面 ８ ７ Ａ に お け る 方 向 Ｄ ２ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 図 ７ は 、 支 持 部 ７  
７ の 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り の 形 状 を 展 開 し た 形 状 で あ る た め 、 実 際 に は 、 突 起 ９ ０ Ａ ， ９ １ Ａ は  
、 支 持 部 ７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 互 い に 間 隔 を 空 け て 並 べ て 配 置 さ れ て い る 。
支 持 部 ７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に は 、 凹 部 ９ ３ Ａ ， ９ ４ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ９ ３ Ａ は 、 突  
起 ９ ０ Ａ と 突 起 ９ １ Ａ と の 間 の 外 面 ８ ７ Ａ の う ち 、 突 起 ９ ０ Ａ 寄 り の 端 部 に 形 成 さ れ て い  
る 。 凹 部 ９ ４ Ａ は 、 外 面 ８ ７ Ａ の う ち 、 突 起 ９ ０ Ａ と 突 起 ９ １ Ａ と の 中 間 部 に 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
外 面 ８ ７ Ａ に お け る 凹 部 ９ ４ Ａ に 対 し て 方 向 Ｄ ２ 側 に 隣 接 す る 部 分 に は 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ が  
固 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 板 バ ネ ９ ６ Ａ は 、 凹 部 ９ ４ Ａ よ り も 方 向 Ｄ ２ 側 に 配 置 さ  
れ て い る 。
板 バ ネ ９ ６ Ａ の 方 向 Ｄ ２ 側 の 端 部 は 、 支 持 部 ７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 で  
、 板 バ ネ ９ ６ Ａ の 方 向 Ｄ １ 側 の 端 部 は 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ に 外 力 が 作 用 し な い 自 然 状 態 で 外 面  
８ ７ Ａ か ら 離 間 し て い る 。 板 バ ネ ９ ６ Ａ の 方 向 Ｄ １ 側 の 端 部 を 外 面 ８ ７ Ａ に 向 か っ て 付 勢  
す る と 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ は 弾 性 的 に 変 形 し 、 図 ７ 中 に 二 点 鎖 線 に よ る 線 Ｌ １ で 示 す よ う に 、  
板 バ ネ ９ ６ Ａ の 方 向 Ｄ １ 側 の 端 部 が 外 面 ８ ７ Ａ に 接 触 す る 。 ま た 、 こ の 付 勢 力 を 解 放 す る  
と 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ は 元 の 形 状 に 弾 性 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 連 結 部 材 ６ ５ Ａ の 外 面 ６ ５ ａ Ａ に は 、 突 起 ９ ８ Ａ が 形 成 さ れ  
て い る 。 な お 、 こ の 突 起 ９ ８ Ａ 、 及 び 前 述 の 支 持 部 ７ ７ の 突 起 ９ １ Ａ に よ り 、 跳 ね 上 げ 状  
態 Ｐ ２ Ａ の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ が 上 が る の を 規 制 す る 規 制 部 ９ ５  
Ａ が 構 成 さ れ る 。
突 起 ９ ８ Ａ は 、 支 持 部 ７ ７ の 一 対 の 突 起 ９ ０ Ａ ， ９ １ Ａ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 部 ７  
７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 方 向 Ｄ １ に 移 動 す る と 、 突 起 ９ ０ Ａ に 突 起 ９ ８ Ａ  
が 係 止 し て 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が こ れ 以 上 、 方 向 Ｄ １ に 移 動 で き な く な る 。 一 方  
で 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 方 向 Ｄ ２ に 移 動 す る と 、 突 起 ９ １ Ａ  
に 突 起 ９ ８ Ａ が 係 止 し て 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が こ れ 以 上 、 方 向 Ｄ ２ に 移 動 で き な  
く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
突 起 ９ ８ Ａ の 先 端 部 に は 、 バ ネ 等 の 付 勢 部 ９ ９ Ａ を 介 し て 係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 固 定 さ れ て い  
る 。
例 え ば 、 係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 、 球 状 に 形 成 さ れ て い る 。 係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 、 支 持 部 ７ ７ の 一  
対 の 凹 部 ９ ３ Ａ ， ９ ４ Ａ に そ れ ぞ れ 係 止 可 能 で あ る 。 一 方 で 、 係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 、 支 持 部  
７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に 接 触 し て い て も 、 こ の 外 面 ８ ７ Ａ に 対 し て 滑 ら か に （ 抵 抗 無 く ） 方 向  
Ｄ １ 及 び 方 向 Ｄ ２ に 移 動 す る こ と が で き る 。
付 勢 部 ９ ９ Ａ は 、 突 起 ９ ８ Ａ に 対 し て 係 止 部 １ ０ ０ Ａ を 支 持 部 ７ ７ の 外 面 ８ ７ Ａ に 向 か っ  
て 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ７ に 示 す 状 態 で は 、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ４ Ａ に 係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 係 止 し て い る 。 こ の と  
き 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 。
こ の た め 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ を 上 げ た り  
下 げ た り す る の に は 、 付 勢 部 ９ ９ Ａ の 付 勢 力 に 抗 し て 付 勢 部 ９ ９ Ａ を 突 起 ９ ８ Ａ に 向 か っ  
て 押 し 返 し て 縮 ま せ る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム  
４ ３ Ａ を 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 回 転 さ せ る た め に は 、 付 勢 部 ９ ９ Ａ を 縮 ま せ る 力 が 必 要 で あ り  
、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ４ Ａ に よ り 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ が 位 置 決 め  
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さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
さ ら に 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ を 備 え る た め 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の  
先 端 部 材 ４ ６ Ａ を 上 げ る た め に は 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ の 方 向 Ｄ １ 側 の 端 部 を 外 面 ８ ７ Ａ に 向 か  
っ て 変 形 さ せ る 必 要 が あ る 。 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 使 用 者 の  
意 図 す る こ と な く 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ に な ら な い よ う に 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ に 板 バ ネ ９ ６  
Ａ が 備 え ら て い る 。
係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 、 凹 部 ９ ４ Ａ 及 び 板 バ ネ ９ ６ Ａ を 一 度 方 向 Ｄ ２ 側 に 越 え る と 、 第 １ シ ャ  
ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ を 方 向 Ｄ ２ に 移 動 さ せ る の に 、 付 勢 部 ９ ９ Ａ 又 は 板 バ ネ ９ ６ Ａ を 変 形 さ  
せ る 必 要 が 無 く な る 。 す な わ ち 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ を 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に 容 易 に 回  
転 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 １ １ 、 図 １ ２ に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る と き  
の シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 側 面 図 、 正 面 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。 シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 使 用 者 が 椅 子 １ １ の 座 部 １ ３ に 座 り 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ  
に し た う え で 使 用 さ れ る 。 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先  
端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ  
， ４ ６ Ｂ よ り も 位 置 が 上 が っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 １ ２ に 示 す 正 面 視 に お い て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ  
で あ る と き に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は そ れ ぞ れ 上 下 方 向 Ｚ に 沿 っ て 延 び る よ う  
に 配 置 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ  
１ Ｂ で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 左 右 方 向 Ｘ に 直 交 す る 基 準 面 Ｓ Ａ ， Ｓ Ｂ 上  
に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３  
Ｂ は 、 椅 子 １ １ の 背 も た れ 部 １ ４ よ り も 、 前 方 Ｙ １ に 向 か っ て 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い  
る 。 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ，  
４ ３ Ｂ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る と き に 、 水 が 後 方 Ｙ ２ と 下 方 と の 間 の 斜 め の 向 き  
等 に 吐 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
な お 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ の と き に 、 少 な く と も  
吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 部 分 が 背 も た れ 部 １ ４ よ り も 、 前 方 Ｙ １ に 向 か っ  
て 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 軸 線 ７ ０ Ａ に 対 し て 先 端 部 材 ４ ６ Ａ 側 に 延 び て い る た め 、 、  
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 自 身 の 自 重 （ 自 身 に 作 用 す る 重 力 ） に よ り 、 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り  
に 先 端 部 材 ４ ６ Ａ が 下 が る 向 き に 回 転 し よ う と す る 。
使 用 状 態 Ｐ １ Ａ に あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が こ の よ う に 回 転 す る こ と を 、 支 持 部 ７  
７ の 凹 部 ９ ４ Ａ に 係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 係 止 し て い る こ と と 、 付 勢 部 ９ ９ Ａ の 弾 性 力 と に よ り  
防 い で い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
一 方 で 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ で あ る と き の シ ャ ワ ー ア ー  
ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 使 用 者 が シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 使 用 し な い と き の 状 態 で  
あ る 。 こ の と き 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は 、 図 １ １ 、  
図 １ ２ に 示 す シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る と き の 先 端  
部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ よ り も 下 が っ て い る 。
図 ９ に 示 す よ う に 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ で あ る と き の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ  
は 、 下 方 に 向 か う に 従 い 漸 次 、 互 い に 左 右 方 向 Ｘ に 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 シ ャ  
ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 全 体 と し て ハ 字 状 （ 上 下 を 逆 に し た Ｖ 字 状 ） で あ る 。
よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 下 方 に 向 か う に 従 い 漸 次 、 右 側 Ｘ  
１ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 一 方 で 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ は 、 下 方 に 向 か う に  
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従 い 漸 次 、 左 側 Ｘ ２ に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
前 述 の よ う に 軸 線 ７ ０ Ａ ， ７ ０ Ｂ が 上 下 方 向 Ｚ に 対 し て 傾 い て い る た め 、 シ ャ ワ ー ア ー ム  
４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ か ら 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ に す る と 、 シ ャ ワ  
ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 下 方 に 向 か う に 従 い 漸 次 、 互 い に 離 間 す る 。
な お 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の と き 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ  
， ４ ６ Ｂ 間 の 距 離 は 、 椅 子 １ １ の 一 対 の 肘 掛 け １ ５ 全 体 の 左 右 方 向 Ｘ の 長 さ よ り も 長 い 。  
さ ら に 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の と き の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６  
Ａ ， ４ ６ Ｂ 間 の 距 離 は 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ の と き の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ  
の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ 間 の 距 離 よ り も 長 い 。
図 ８ に 示 す 側 面 視 に お い て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は  
、 基 端 部 材 ４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ の 下 方 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４  
３ Ｂ が 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ で あ る と き に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 吐 出 孔 ５  
０ Ａ ， ５ ０ Ｂ は 後 方 Ｙ ２ を 向 い て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の と き に 、 突 起 ９ ８ Ａ 及 び 係 止  
部 １ ０ ０ Ａ は 、 図 ７ に お い て 二 点 鎖 線 に よ る 線 Ｌ ５ で 示 す 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て  
、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ３ Ａ に 係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 係 止 し て い て 、 支 持 部 ７ ７ の 突 起 ９ ０ Ａ に  
突 起 ９ ８ Ａ が 方 向 Ｄ ２ 側 か ら 係 止 し て い る 。 こ の た め 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ａ が こ れ 以 上 方 向 Ｄ １ に 移 動 で き な く な り 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の  
先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ が 、 こ れ 以 上 下 が ら な く な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 １ ０ に 示 す よ う に 、 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ ， Ｐ ２ Ｂ は 、 使 用 者 が 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ  
で 使 用 し て い た シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ を 上 方 に 移 動 さ  
せ た （ 跳 ね 上 げ た ） 状 態 で あ る 。 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ で は 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ，  
Ｐ １ Ｂ よ り も 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ ， Ｐ ２ Ｂ の 方 が 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ が 上 方 に 位 置  
す る 。
こ の と き 、 突 起 ９ ８ Ａ 及 び 係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 、 図 ７ に お い て 二 点 鎖 線 に よ る 線 Ｌ ６ で 示 す  
位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 部 ７ ７ の 突 起 ９ １ Ａ に 、 突 起 ９ ８ Ａ が 方 向 Ｄ １ 側 か ら 係 止 し  
て い る 。 こ の た め 、 支 持 部 ７ ７ に 対 し て 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が こ れ 以 上 方 向 Ｄ ２ に  
移 動 で き な く な り 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ が 、 こ れ 以  
上 上 が ら な く な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
な お 、 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ は 、 自 重 に よ り  
使 用 状 態 Ｐ １ Ａ の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 位 置 ま で 下 が る 。
こ の 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 自 重 に 逆 ら っ て 、 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ａ と 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ  
と の 間 で は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ を 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に ほ ぼ 外 力 を 作 用 さ せ る こ と な  
く 回 転 さ せ る こ と が で き る よ う に バ ネ を 設 け て も よ い 。 こ の バ ネ は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム  
４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ が 上 が る よ う に 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ を 軸 線 ７ ０ Ａ 周 り に  
付 勢 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 接 続 部 ４ ４ は 、 例 え ば 、 ホ ー ス １ ０ ３ 等 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る コ ネ  
ク タ で あ る 。 接 続 部 ４ ４ は 、 本 体 ４ ２ の 支 持 部 ７ ７ の 後 面 に 固 定 さ れ て い る 。 接 続 部 ４ ４  
に は 、 ホ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 外 部 か ら 水 が 供 給 さ れ る 。 接 続 部 ４ ４ に 供 給 さ れ た 水 は 、 図  
示 し な い ２ 又 分 岐 、 及 び 支 持 部 ７ ７ の 流 路 ７ ７ ａ を 通 し て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３  
Ｂ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
予 め 、 椅 子 １ １ は 折 り 畳 み 状 態 に な っ て い て 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ は 椅 子 １ １ に 取 付 け ら れ  
て い る 。 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ に な っ て い る 。 退 避  
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状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 正 面 視 に お い て 、 基 端 部 材  
４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ か ら 下 方 に 向 か う に 従 い 漸 次 互 い に 左 右 方 向 Ｘ に 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ  
て い る た め 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 椅 子 １ １ の 一 対 の 肘 掛 け １ ５ を 左 右 方 向 Ｘ  
の 外 側 に 避 け や す い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
使 用 者 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 椅 子 １ １ を 展 開 状 態 に し 、 浴 室 Ｂ 等 の 床 Ｂ １ 上 に シ ャ ワ ー  
シ ス テ ム １ を 設 置 す る 。 こ の と き 、 図 示 し な い 水 栓 に ホ ー ス １ ０ ３ を 接 続 し 、 こ の ホ ー ス  
１ ０ ３ を 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ の 接 続 部 ４ ４ に 接 続 す る 。 水 栓 か ら 出 る 水 の 温 度 を 、 例 え ば  
３ ５ ℃ ～ ４ ０ ℃ 程 度 の 所 望 の 温 度 に 設 定 し 、 水 栓 を 開 け る 。
水 栓 か ら 流 れ 出 る 水 は 、 当 初 は １ ５ ℃ ～ ２ ５ ℃ 程 度 の 常 温 で あ る 。 水 栓 か ら 流 れ 出 る 水 は  
、 ホ ー ス １ ０ ３ 、 接 続 部 ４ ４ 、 支 持 部 ７ ７ の 流 路 ７ ７ ａ を 通 し て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ  
， ４ ３ Ｂ に 供 給 さ れ 、 吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ か ら 外 部 に 吐 出 す る 。 こ の と き 、 シ ャ ワ ー ア  
ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ は 後 方 Ｙ ２ を 向 い て い る た め 、 常 温 の 水 が 使  
用 者 に 掛 か る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
使 用 者 は 、 背 も た れ 部 １ ４ の 前 方 Ｙ １ で 椅 子 １ １ に 座 る 。 一 定 の 時 間 が 経 過 す る と 、 吐 出  
孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ か ら 吐 出 す る 水 の 温 度 が 所 望 の 温 度 に な る 。
図 １ ３ に 示 す よ う に 、 使 用 者 Ｐ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４  
６ Ｂ を 上 げ て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ に す る 。 シ ャ ワ  
ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 連 結 部 材 ４ ７ Ａ ， ４ ７ Ｂ が 柔 ら か い 場 合 に は 、 使 用 者 Ｐ は シ ャ  
ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 基 端 部 材 ４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ を 持 ち 上 げ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ は 、 正 面 視 に お い て そ れ ぞ  
れ 上 下 方 向 Ｚ に 沿 っ て 延 び 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ の と き の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４  
３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ 間 の 距 離 は 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の と き の シ ャ ワ ー ア  
ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ 間 の 距 離 よ り も 短 い 。 こ の た め 、 シ ャ ワ ー  
ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ の と き よ り  
も 使 用 者 Ｐ の 左 右 方 向 Ｘ の 中 心 に 近 づ く 。
退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ に お い て 左 右 方 向 Ｘ に 互 い に 離 間 し て い た シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ  
， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ に お い て 使 用 者 Ｐ の 肩 幅  
程 度 の 長 さ に 近 づ く た め 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ か ら 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ に な る 過  
程 で 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 椅 子 １ １ の 一 対 の 肘 掛 け １ ５ や 、 使 用 者 Ｐ の 身 体  
等 に 干 渉 し に く い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 ７ に お け る 線 Ｌ ５ で 示 す 位 置 に 配 置 さ れ 、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ３ Ａ に 係 止 し て い た 係 止  
部 １ ０ ０ Ａ は 方 向 Ｄ ２ に 移 動 し 、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ４ Ａ に 係 止 す る 。
図 １ ３ に 示 す よ う に 、 使 用 者 Ｐ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０  
Ｂ か ら 吐 出 す る 水 Ｗ を 浴 び 、 シ ャ ワ ー を 浴 び る 。
な お 、 使 用 者 Ｐ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ， Ｐ ０ Ｂ に し て 、 自  
身 の 身 体 を 洗 っ て も よ い 。 こ の 際 に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ ，  
Ｐ ０ Ｂ で あ る た め 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 身 体 を 洗 う 作 業 の 支 障 に な り に く い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
使 用 者 Ｐ は 、 シ ャ ワ ー を 浴 び 終 え る と 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ  
， Ｐ ０ Ｂ に す る 。 浴 室 Ｂ の 水 栓 を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
仮 に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ に し て シ ャ ワ ー を 浴 び て  
い る 使 用 者 Ｐ が 、 緊 急 事 態 が 発 生 し た た め に シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ か ら と っ さ に 脱 出 す る 場  
合 に は 、 以 下 の 手 順 を 行 う 。
使 用 者 Ｐ は 、 手 等 に よ り 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ  
を そ れ ぞ れ 持 ち 上 げ る （ 跳 ね 上 げ る ） 。 図 ７ に お い て 、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９ ４ Ａ に 係 止 し  
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て い た 係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 方 向 Ｄ ２ に 移 動 し 、 板 バ ネ ９ ６ Ａ を 線 Ｌ １ で 示 す よ う に 弾 性 的 に  
変 形 さ せ て 乗 り 越 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
係 止 部 １ ０ ０ Ａ は 図 ７ に お け る 線 Ｌ ６ で 示 す 位 置 に 配 置 さ れ 、 支 持 部 ７ ７ の 突 起 ９ １ Ａ に  
第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 突 起 ９ ８ Ａ が 方 向 Ｄ １ 側 か ら 係 止 し て 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３  
Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ が こ れ 以 上 上 が ら な く な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
椅 子 １ １ の 座 部 １ ３ と シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ と が 上 下  
方 向 Ｚ に 広 が っ た た め 、 使 用 者 Ｐ は シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ に ほ ぼ 干 渉 す る こ と な  
く 椅 子 １ １ か ら 立 ち 上 が り 、 シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ か ら 脱 出 す る 。 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ  
で あ る シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ を 上 げ る 際 に は 、 シ ャ ワ  
ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が 固 定 さ れ な い た め 、 使 用 者 Ｐ の 身 体 が シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ，  
４ ３ Ｂ に 接 触 す る と 、 ほ ぼ 抵 抗 な く シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４  
６ Ｂ が 上 が る 。
使 用 者 Ｐ が 手 等 を シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ か ら 放 す と 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４  
３ Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ は 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ の 自 重 に よ り 板 バ ネ ９  
６ Ａ ， ９ ６ Ｂ を 変 形 さ せ な が ら 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ の シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３  
Ｂ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ の 位 置 ま で そ れ ぞ れ 下 が る 。 こ の と き 、 支 持 部 ７ ７ の 凹 部 ９  
４ Ａ に 係 止 部 １ ０ ０ Ａ が 係 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ま た 、 使 用 者 Ｐ が シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ か ら 脱 出 す る 際 に 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ  
の 連 結 部 材 ４ ７ Ａ ， ４ ７ Ｂ を 変 形 さ せ 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ ， ４ ６ Ｂ を 所 望 の 方 向 に 曲 げ て も  
よ い 。
例 え ば 、 使 用 者 Ｐ は 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 連 結 部 材 ４ ７ Ａ を 変 形 さ せ て 、 例 え ば  
先 端 部 材 ４ ６ Ａ を 持 ち 上 げ る 等 し た 後 で 、 椅 子 １ １ か ら 前 方 Ｙ １ に 脱 出 す る 。 こ の 際 に 、  
先 端 部 材 ４ ６ Ａ 及 び 基 端 部 材 ４ ８ Ａ よ り も 連 結 部 材 ４ ７ Ａ が 柔 ら か い た め 、 使 用 者 Ｐ が 先  
端 部 材 ４ ６ Ａ を 操 作 す る こ と に よ り 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ よ り も 柔 ら か い 連 結 部 材 ４ ７ Ａ を 変  
形 さ せ る こ と が で き る 。 連 結 部 材 ４ ７ Ａ が 変 形 す る た め 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 基  
端 部 材 ４ ８ Ａ に 過 剰 な 力 が 作 用 し な く 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ が 破 損 す る の が 防 止 で  
き る 。
以 上 の よ う に 、 緊 急 事 態 が 発 生 し た 場 合 で も 、 使 用 者 Ｐ は シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ か ら 容 易 に  
脱 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
な お 、 前 述 の シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ や 水 栓 を 操 作 す る 使 用 者 は 、 実 際 に シ ャ ワ ー を 浴 び て シ  
ャ ワ ー シ ス テ ム １ を 使 用 す る 使 用 者 （ 以 下 、 実 際 の 使 用 者 と 言 う ） に 限 定 さ れ ず 、 実 際 の  
使 用 者 の 補 助 者 と し て シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ を 使 用 す る 介 助 者 で あ っ て も よ い 。
す な わ ち 、 実 際 の 使 用 者 が シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ 等 を 操 作 す る の が 困 難 で あ る 場 合 に は 、 介  
助 者 が シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ の 操 作 等 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ に よ れ ば 、 使 用 者 Ｐ は 背 も た れ 部 １  
４ の 前 方 Ｙ １ で 椅 子 １ １ に 座 り 、 シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ を 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １  
Ｂ に し て 、 接 続 部 ４ ４ か ら 供 給 さ れ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ に お け る 背 も た れ 部 １  
４ よ り も 前 方 Ｙ １ に 延 び て い る 部 分 の 吐 出 孔 ５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ か ら 吐 出 す る 水 Ｗ に 当 た る こ  
と に よ り シ ャ ワ ー を 浴 び る 。
こ の 際 に 、 緊 急 事 態 が 発 生 し た た め 等 に よ り 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ か ら 使 用 者 Ｐ が 脱 出 す る  
場 合 に は 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ を 変 形 さ せ て 、 例 え ば 先 端 部 材 ４ ６ Ａ を 持 ち 上 げ る 等 し て 、 第  
１ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ を 使 用 者 Ｐ が シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ か ら 脱 出 す る の に 支 障 が な い よ う  
に 形 状 に す る 。 従 っ て 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ で あ る 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ か ら 使 用 者 Ｐ が  
容 易 に 脱 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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連 結 部 材 ４ ７ Ａ は 、 連 結 部 本 体 ５ ６ Ａ と 、 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 連 結 溝 ５ １ Ａ に 嵌 合 す る 先 端  
側 鍔 部 ５ ７ Ａ と 、 を 備 え る 。 こ の た め 、 連 結 溝 ５ １ Ａ 及 び 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ と い う 簡 単 な  
構 成 で 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ の 先 端 部 材 ４ ６ Ａ と 連 結 部 材 ４ ７ Ａ と を 嵌 合 さ せ る こ  
と が で き る 。
シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ が 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ を 備 え る 。 こ の た め 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー  
ム ４ ３ Ａ の 吐 出 孔 ５ ０ Ａ か ら 吐 出 す る 水 Ｗ だ け で な く 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ と と も  
に 本 体 ４ ２ を 左 右 方 向 Ｘ に 挟 ん だ 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ の 吐 出 孔 ５ ０ Ｂ か ら 吐 出 す る  
水 Ｗ に よ り 、 使 用 者 Ｐ に シ ャ ワ ー を 浴 び さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の シ ャ ワ ー シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 使 用 状 態 Ｐ １ Ａ ， Ｐ １ Ｂ で あ る シ ャ ワ  
ー ア ー ム ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ か ら 使 用 者 Ｐ が 容 易 に 脱 出 可 能 な シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ を 用 い て シ ャ  
ワ ー シ ス テ ム １ を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施  
形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 構 成 の 変 更 、 組 み 合 わ せ  
、 削 除 等 も 含 ま れ る 。
例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 シ ャ ワ ー 装 置 ４ １ は 、 第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ｂ を 備 え な く  
て も よ い 。
こ の 場 合 、 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 退 避 状 態 Ｐ ０ Ａ 及 び 跳 ね 上 げ 状 態 Ｐ ２ Ｂ に 回 転  
で き な く て も よ い 。 嵌 合 部 が 先 端 部 材 ４ ６ Ａ の 連 結 溝 ５ １ Ａ で あ り 、 被 嵌 合 部 が 連 結 部 材  
４ ７ Ａ の 先 端 側 鍔 部 ５ ７ Ａ で あ る と し た 。 し か し 、 嵌 合 部 が 鍔 部 で あ り 、 被 嵌 合 部 が 鍔 部  
に 嵌 合 す る 溝 で あ る 等 し て も よ い 。 基 端 部 材 ４ ８ Ａ の 連 結 溝 ６ ９ Ａ 、 連 結 部 材 ４ ７ Ａ の 基  
端 側 鍔 部 ５ ８ Ａ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
先 端 部 材 ４ ６ Ａ 又 は 基 端 部 材 ４ ８ Ａ と 連 結 部 材 ４ ７ Ａ と は 、 接 着 等 に よ り 接 合 さ れ て も よ  
い 。 第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム ４ ３ Ａ は 、 本 体 ４ ２ の 左 側 Ｘ ２ や 、 本 体 ４ ２ に お け る 左 右 方 向 Ｘ  
の 中 間 部 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
椅 子 １ １ は 、 一 対 の 肘 掛 け １ ５ を 備 え な く て も よ い 。
本 体 ４ ２ は 、 浴 室 Ｂ に 、 椅 子 １ １ と は 別 に 設 け ら れ た 支 柱 等 の 支 持 部 に 取 付 け ら れ て も よ  
い 。 浴 室 Ｂ は 、 ユ ニ ッ ト バ ス で も よ い し 、 在 来 工 法 に よ る 浴 室 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１     シ ャ ワ ー シ ス テ ム
１ １   椅 子
１ ４   背 も た れ 部
４ １   シ ャ ワ ー 装 置
４ ２   本 体
４ ３ Ａ   第 １ シ ャ ワ ー ア ー ム （ 第 １ 腕 部 ）
４ ３ Ｂ   第 ２ シ ャ ワ ー ア ー ム （ 第 ２ 腕 部 ）
４ ４   接 続 部
４ ６ Ａ   先 端 部 材 （ 先 端 部 ）
４ ７ Ａ   連 結 部 材 （ 連 結 部 ）
４ ８ Ａ ， ４ ８ Ｂ   基 端 部 材 （ 基 端 部 ）
５ ０ Ａ ， ５ ０ Ｂ   吐 出 孔
５ １ Ａ   連 結 溝 （ 嵌 合 部 ）
５ ６ Ａ   連 結 部 本 体 （ 本 体 部 ）
５ ７ Ａ   先 端 側 鍔 部 （ 被 嵌 合 部 ）
５ ８ Ａ   基 端 側 鍔 部 （ 被 嵌 合 部 ）
６ ９ Ａ   連 結 溝 （ 嵌 合 部 ）
７ ０ Ａ ， ７ ０ Ｂ   軸 線
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Ｐ     使 用 者
Ｐ １ Ａ   使 用 状 態 （ 特 定 状 態 ）
Ｗ     水
Ｘ     左 右 方 向 （ 第 １ 方 向 ）
Ｙ     前 後 方 向 （ 第 ２ 方 向 ）
Ｙ １   前 方 （ 一 方 側 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】



10

JP 7103846 B2 2022.7.20(19)

フロントページの続き

(72)発明者　 細田  良造
大阪府大阪市淀川区宮原三丁目４番３０号  積水ホームテクノ株式会社内

(72)発明者　 齋藤  浩之
大阪府大阪市淀川区宮原三丁目４番３０号  積水ホームテクノ株式会社内

(72)発明者　 鳩原  匡人
愛知県東海市新宝町３０番地の６  アロン化成株式会社  ものづくりセンター内

(72)発明者　 田中  雅人
愛知県東海市新宝町３０番地の６  アロン化成株式会社  ものづくりセンター内

審査官　 広瀬  杏奈
(56)参考文献 特開２００１－０００５０２（ＪＰ，Ａ）

国際公開第２０１２／１１７７９６（ＷＯ，Ａ１）
特開２００３－０５２７８３（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－０６５７９９（ＪＰ，Ａ）
登録実用新案第３１３３２３５（ＪＰ，Ｕ）
実開平０１－０７９６６４（ＪＰ，Ｕ）
特開２００５－１１３６０５（ＪＰ，Ａ）
中国特許出願公開第１０６９０１６３５（ＣＮ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ４７Ｋ      ３／２０－３／４０
Ａ４７Ｋ      ３／１２
Ａ６１Ｈ    ３３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

